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報告概要 

I. 事業の目的 

 本事業の目的は，現在日本最古の化石として知られる約 4 億 5000 万年前のコノドント化石について

再検討し，その科学的価値をより明確にすることと，その内容を広く公表することである．具体的には，

以下の 3 点にまとめられる； 

① 岐阜県高山市奥飛騨温泉郷一重ケ根地域から見つかったオルドビス紀コノドント化石について，追

加サンプルを採取し，新たな化石群集を獲得する 

② 得られた化石の再同定と群衆解析を行うことで，年代論以外の分類，古生態及び古生物地理に関す

る付加価値を見出す 

③ 「日本最古の化石」の何が重要であり，どう面白いのかを地域社会に伝え，岐阜県の地質・古生物

に関心と誇りを持ってもらう 

 

II. 事業の実施場所及び実施期間 

実施場所：岐阜県高山市奥飛騨温泉郷一重ケ根地域 

※分析等の室内作業は岐阜県博物館及び筑波大学で実施 

 実施期間：令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日 

 

III. 事業の実施結果 

＜はじめに＞ 

 岐阜県飛騨地方北部には，飛騨外縁帯が飛騨帯の南側に沿って数 km から 30 km の幅で東西に帯状

に分布している．その構成岩類は変化に富み，古生界の非変成砕屑岩類や結晶片岩類，蛇紋岩やかんら

ん岩等の塩基性岩類などがある（例えば，束田ほか, 2004；小井土, 2011）．なかでも同県高山市奥飛騨

温泉郷に分布する飛騨外縁帯には古生代カンブリア紀を除くすべての時代の地層が含まれており，同地

域からは三葉虫・サンゴ・フズリナ・介形虫・放散虫など様々な化石が発見されている。特に同地域の

「福地化石産地」は国の天然記念物に指定されており，同地域は日本有数の古生代化石産地となってい

る（小井土, 2011）． 

1996 年，本地域の岩坪谷に分布する一重ケ根層からコノドント化石が発見された．このコノドント化
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石は絶滅したウナギ様の海棲動物の摂食器官であり，その形態から Periodon aculeatus に分類された．

P. aculeatus のレンジはオルドビス紀中期～後期を示していることから，同化石標本は日本最古の化石

として現在認知されている（束田・小池, 1997）．一方で，束田・小池（1997）により見出された標本数

は僅かであったこと，また化石産出地の露頭（地層断面）がコンクリートで覆われ追加サンプルを得ら

れなかったこともあり，このコノドント化石に関する研究は以後全く行われていない．そんな中，2019

年に飛騨山脈ジオパーク推進協議会や地元の方々の働きかけにより，露頭を覆っていたコンクリートの

一部が剥がされ，化石産出露頭の岩相観察や岩石試料の採集が可能な状況となった（写真 1）． 

本研究では，同化石産出露頭においてオルドビス紀コノドント化石の追加サンプル採取を試み，分類

学・古生態学・古生物地理学的検討を行うとともに，コノドント化石を用いた地域振興と教育普及活動

への貢献を目指した． 

 

＜調査研究結果＞ 

① オルドビス紀コノドント化石産出層準の推定 

岐阜県高山市奥飛騨温泉郷一重ケ根地域は，同県北部東端の長野県との県境付近に位置しており，南

と東をそれぞれアカンダナ山と焼岳に囲まれている（図 1）．束田（1997）によると，同地域の新平湯温

泉エリア東側に位置する岩坪谷では，主に玄武岩質岩石を主体とする岩坪谷層と凝灰岩質岩石を主体と

する一重ケ根層で構成されている飛騨外縁帯や苦鉄質貫入岩が確認されている（図 2）．先行研究による

オルドビス紀コノドント化石が採取されたのは，岩坪谷下流域の左岸沿いに露出する一重ケ根層露頭で

あり，同研究報告以降 20 年以上コンクリートで覆われていた．2019 年に束田和弘氏（名古屋大学博物

館）指導のもとコンクリートの剥ぎ取り作業が行われ，コノドント産出層準と推定される露頭の一部分

（幅約 320 cm，高さ約 240 cm）が約 20 年ぶりに露わとなった（写真 1）．束田・小池（1997）による

と，岩坪谷下流部の左岸には珪長質凝灰岩や凝灰質砂岩，凝灰質泥岩，砂岩，および泥岩の互層が連続

的に露出しており，単層の厚さは数 mm～数 m と様々である．走向は N60˚E～E－W で，傾斜は 60˚～

90˚N を示している．特にコノドント化石の産出層準あたりでは，単層厚が数 mm の珪長質凝灰岩と凝

灰質泥岩が細かく互層している．本研究ではコンクリート剥ぎ取り作業により露わとなった露頭部分の

柱状図（図 3）を作成し，束田・小池（1997）により示されたコノドント化石産出層準との比較検討を

行った． 

本研究において観察できた露頭の全層厚は約 320 cm である（写真 2）．柱状図は作成する都合上，露

頭全体を便宜的に Unit1（基底～約 74 cm 上位），Unit2（約 74 cm～150 cm 上位），そして Unit3（約

150 cm～320 cm 上位）の 3 ユニットに区分した（図 3B）．このうち，Unit1 内部は小断層によって画

されるため，断層上位側を Unit1A，下位側を Unit1B と細分した（図 3B）．柱状図はユニットごとに作

成し，これらを連続化した（図 3A）．また，岩相を細粒凝灰岩，凝灰質泥岩，および比較的粗粒な凝灰

岩に区分した．細粒凝灰岩と凝灰質泥岩は黒色または暗灰色を呈する．いずれも単層厚が数 mm～5 cm

程度であり，互層をなしている．一部の黒色凝灰質泥岩は，基質がほとんど均質であり，チャートのよ

うな見かけを呈する．これらと比べ，粗粒な凝灰岩は暗灰色，緑灰色，および灰白色を呈する．単層厚

は 5～10 cm 程度であるが，層理が不明瞭な層準も多い． 

束田・小池（1997）によれば，コノドント化石産出層準は「安山岩岩脈 A の北方，約 10.5 m の地点」

の珪長質凝灰岩・凝灰質泥岩互層と示されている．また同柱状図では，この層準の基底付近には露欠が

あり，下位側には層厚約 50 cm の珪長質凝灰岩が存在するとされる．このことから，束田・小池（1997）

において示されたこの珪長質凝灰岩層を本調査において定義した Unit1B（層厚約 54 cm）とみなし，断
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層上位側の Unit1A および Unit2 下部の細粒凝灰岩・凝灰質泥岩互層中にコノドント化石層準が含まれ

るものと推定した．つまり，束田・小池（1997）により示されたコノドント化石産出層準は，この度コ

ンクリート剥ぎ取り作業により露わとなった露頭のうち，Unit1A の基底より約 44 cm～116 cm 上位の

範囲に位置する細粒凝灰岩・凝灰質泥岩互層にあたるものと考えられる． 

 

② オルドビス紀コノドント化石の追加サンプル採取の試み 

本露頭では，推定されるオルドビス紀コノドント化石産出層準を含め，計 33 層準（IW-001～033）

から岩石試料のサンプリングを行った（図 3A）．サンプリング試料は 1 層準あたり 2～3 kg 採集した（写

真 3）．コノドント化石の抽出には，フッ化水素酸による酸処理法を用いた．細かく砕いた試料は 5～

20 %フッ化水素酸水溶液に浸し，12～36 時間反応させた（写真 4）．特に，コノドント化石産出層準と

推定される試料（IW-003～016）は複数回の処理を行った．酸処理後に得られた残渣からは，実体顕微

鏡で観察しながら，筆を用いて化石標本の拾い出し（写真 5）を試みており，本作業には実験分析のア

ルバイトとして岐阜県博物館サポーターも従事している（別添積算費目を参照）．すべての資料からコ

ノドント化石を得ることができなかった．この原因として，より大量の岩石を溶解する必要があると考

える．束田・小池（1997）においても，「641 個の岩石試料を採取し，微化石が含まれていそうな試料

271 個をルーペ観察によって選択し，フッ酸処理を行った」とあり，結果，1 試料からわずか 4 点のコ

ノドント標本を得るにとどまっている． 

本研究では，束田・小池（1997）の報告後，長らく埋没してしまったコノドント化石産出露頭につい

て，初めてその産出層準を推定し，より詳細な柱状図を作成することができた．一方で，コノドント化

石抽出のための岩石試料のサンプリング量が不十分であったことからも，今後もコノドント化石産出層

準と考えられる IW-003～016 において試料サンプリングと酸処理を集中的に行い，引き続きコノドン

ト化石の抽出を試みる． 

 

③ “日本最古の化石”の分類学的再検討 

1913 年に初めて記載された Periodon は中期および後期オルドビス紀を代表するコノドントの属であ

り，その模式種として Periodon aculeatus が定義されている．本種は過去 100 年以上にわたり世界各地

から産出が確認されてきた．Periodon の種では一般的に Periodon flabellum，P. aculeatus，Periodon 

grandis の 3 種がよく知られ，特に 1900 年代における研究で多様な形態がこれらの種に振り分けられ

た．このためこの 3“種”は通常考えられるよりも大きなグループを形成し，結果として P. aculeatus は

「オルドビス系中部から上部」という長い層序学的レンジを持つに至った．しかし 2000 年代以降に

Periodon の系統で種の整理が進み，現在では約 10 種が記載あるいは再認識されている．束田・小池

（1997）によって一重ケ根層から報告されたコノドント化石は，当時 P. aculeatus に同定されたが，現

在の基準では分類が変更される可能性が高い．本研究ではこの点に着目し，一重ケ根標本の分類学的再

検討を行った． 

束田・小池（1997）で報告されたコノドント化石は 4 個（４エレメント）である．Periodon に属する

コノドントは 1 個体中に 7 種類のエレメントを持つと考えられ，その配置によって P1，P2，M，S0，S1，

S2 および S3 エレメントに分類されている．束田・小池（1997）の図 4-1，4-2 および 4-4 に示された化

石は，その形態からそれぞれ S1，S2，M エレメントに相当し，図 4-3 は Periodon 以外の種に属すると

考えられる．Periodon に関する近年の研究（Rasmussen, 2001; Stouge, 2008）を参照して一重ケ根標本

の形態を検討した結果，以下の点が明らかになった．（1）一重ケ根標本の M エレメントは前方に 1 本
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の小歯を備え，基底縁の長さと主歯の長さの比が約 3：4 である；（2）一重ケ根標本の S2 エレメントは，

後枝上の最大の小歯と主歯の間に 4 本の小歯を持ち，基底縁前方と後枝の下縁とのなす角度が約 90 度

である．（1）について，現在の定義によれば P. aculeatus の前方小歯は 3～6 本であり，基底縁と主歯の

長さの比が 1：1 である．また（2）について，現在の P. aculeatus では当該小歯が 6～8 本であり，基底

縁と下縁の角度が 40～60 度とされている．以上から，一重ケ根標本は現在の定義による P. aculeatus に

は該当しないと考えられる．本標本は P. flabellum，Periodon macrodentataあるいは Periodon zgierzensis

など，中期オルドビス紀の前期（Dapingian）あるいは同後期（Darriwilian）の種に同定される可能性が

高く，さらに検討が必要である． 

 

④ 教育普及・地域振興における貢献 

一般的に，コノドント化石は摂食器官とされるエレメントのみが見つかることがほとんどであり，コ

ノドント動物自体の復元にはいまだ多くの謎が残されている．一部の印象化石の報告などから，おおよ

そウナギ様の海生動物であったと考えられており，例えばヤツメウナギなどを参考にしばしばその復元

像が描かれる（例えば，Briggs et al., 1983; Barhamnes, 2015）．日本最古の化石が岐阜県産のコノドン

ト化石であることの認知度の低さも，その具体的な復元像がないことが 1 つの要因と考えられる．そこ

で本研究では，教育普及観点から見た「ふるさと岐阜の持つ自然史の魅力発信」を目的に，岐阜県産の

日本最古の化石であるコノドント「Periodon」の動物像の復元を試みた．復元画製作はイラストレータ

ーの小田 隆 氏（京都精華大学／教授）に依頼した．エレメントの形態復元は一重ケ根標本や近年の

Periodon に関する研究報告（Rasmussen, 2001; Stouge, 2008）を参考とし，エレメントの配列は同じ複

歯状エレメントを持ち，かつ自然集合体（エレメントの密集化石）が見つかっている Hibbardella の研

究例（例えば Johnston and Branes, 2000; Donoghue et al., 2008）を参考とした．全体の様子は Briggs et 

al. (1983)と Barhamnes (2015)を参考にした． 

復元したコノドント Periodon の動物像を図 4 に示す．全体的に細長い体制とし，全長は 40 mm 程と

考えられる．頭部には大きく張り出した眼を 2 つ持ち，眼の下には大きな口と摂食器官が存在する．摂

食器官は複歯状（1 本の主歯と多数の小歯が並ぶ形態）のエレメントであり，おおよそ前方に位置する

S エレメントと両頬上方に位置する M エレメント，そして後方に位置する P エレメントから成る．分

類学的な位置づけとして，コノドントが仮に脊索動物であることを前提とした場合，「原始的な無顎類」

や「有頭動物より更に基幹的な脊索動物」などと考えられる傾向があるため，復元した動物像に”顎”は

想定していない．一方でエレメントの動きを再現した研究（Donoghue and Purnell, 1999; Goudemand 

et al., 2011）からは，エレメントが摂餌時に互いに複雑に動き合って機能している様子が復元されてい

る．このため，従来ありがちであった“大きく開けた口の壁面にエレメントが並ぶ”イメージを払拭し，

肉質の口～咽頭に生えたエレメントが閉口時に密着し合うような復元を行った．頭部の後方には印象化

石に残された痕跡から，7 つの鰓構造を配置した．胴体には脊索の痕跡を反映させ，尾方の開く V 字型

の筋節が連なっている．尾部には鰭条によって支えられた尾鰭を復元した．体の底面には，ヤツメウナ

ギを参考にカウンターシェーディングを採用した． 

本研究で復元したコノドント動物は Periodon としては世界初の復元像となる．今後は研究面におけ

る学術的利用はもちろん，岐阜県博物館において展示に反映するだけでなく，コノドント化石の産出す

る自治体や観光協会等に画像データを提供し，地域振興も含めてより多くの方々に見ていただけるよう

公開していく． 
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IV. まとめと今後の展望 

 本研究では，岐阜県高山市奥飛騨温泉郷一重ケ根地域から見つかったオルドビス紀コノドント化石に

ついて，約 20 年ぶりに現地調査とその分類学的再検討を行った．地質調査においては，産出露頭の推

定からより詳細な柱状図を作成できた一方で，採取した岩石サンプルからコノドント化石の追加標本を

得ることはできなかった．また既存の一重ケ根標本の分類学的再検討を行った結果，種同定の見直しと

いう課題を見出した．今後は，さらなる現地調査と岩石サンプルからの同化石の追加標本抽出を試みる

とともに，一重ケ根標本報国時の未同定標本の再確認も合わせて，改めて日本最古の化石である一重ケ

根地域のオルドビス紀コノドント化石の分類学的同定と，より正確な産出年代の特定に注力し，学術誌

での成果報告を目指す．加えて，今回復元したコノドント Periodon の動物像は，Periodon 属としては

世界初の復元となる．復元作業は近年の研究報告を基にしたことから，本復元画の学術的利用が可能で

ある．また「日本最古の化石は岐阜県から見つかっているオルドビス紀のコノドント」という事実の認

知度を高めるために大きく貢献することが期待され，地元自治体等への復元画像の無料提供を通して，

地域振興を見据えた教育普及活動への積極的な利用を進めていく． 
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写真 1：岩坪谷におけるコノドント化石産出露頭のコンクリート剥ぎ取り作業の様子． 

 

 

図 1：岐阜県高山市奥飛騨温泉郷一重ケ根地域の位置図．原山（1990）をもとに作成． 
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図 2：一重ケ根地域の地質図．束田 (1997)をもとに作成． 

 

 

写真２：コノドント化石産出地点の露頭写真． 
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図 3：コノドント化石産出露頭の柱状図（A）および露頭のユニット区分（B）． 

ユニット区分内に推定されるコノドント化石産出層準の存在範囲を黄色で示す． 
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写真 3：採集した岩石サンプル． 

 

 

写真 4：フッ化水素酸による酸処理の様子． 
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写真 5：筆を用いた残渣からの美化性ピックアップの様子． 

 

 

図 4：復元したオルドビス紀コノドント Periodon の動物像（画：小田 隆） 


